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1　まえがき

実際のアレー環境で高分解能到来方向推定を実現する

ためには,素子間相互結合(MutualCoupling. MC)に
よる誤差,および素子の位置誤差や製作誤差などの素子

特性による誤差の影響の校正が不可欠である.その中で

もMCによる誤差はアレーアンテナを用いる上で不可避

の誤差であり,正確な校正が必要である.筆者等は,独

立成分分析を利用したプラインドアレー校正手法を報告

してきた国・本稿では,既提案手法国と同精度で計算
量が少ないプラインドアレー校正手法を提案する.

2　提案手法と既提案手法の比較

既提案手法[1]は信号部分空間同定問題としてアレー
校正問題を解いている.このとき推定すべきパラメータ

は参照波のDOA (Direction ofArraival) , MC,参照

データの複素振幅であり,反復計算により解を求めてい

る.一回の反復計算で必要な計算は参照波DOA推定,

MCの推定,参照データ数分の複素振幅の推定である.

対して提案手法は
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という様な信号部分空間と雑音部分空間の直交性を利用

する・ここでCはMC行列. a(On), e(")はそれぞれ

n番目の参照データに対応するモードベクトル, i(i-

1,2,---,L-1)番目の雑音部分空間ベクトル, Lは素子
数である.従って提案手法の一回の反復計算で必要な計

算は参照波DOA推定とMCの推定のみであり,既提案

手法と比べ推定するパラメータが少ない.そのため,堤

案手法は既提案手法より高速にMC行列を計算できる.

3　計算機シミュレーション

4素子半波長等間隔リニアレーを用いて2つの独立な

観測データセットが取得できるとし,各観測データセッ

トにはDOAの異なる3波が含まれているとする.この

2つの観測データにICA[2]を適用すると. 6(=3×2)
の参照データが得られる[1].ここで各観測データのサ

ンプル数は1000, SNRは20dB,周波数は2.4GHz,ア

ンテナ素子は半波長ダイポールとし付加するMC行列

はモーメント法により計算した.

文献[1]の手法と提案手法を用いて,素子間相互結合

行列および素子特性を推定し, MUSIC法により到来波1

波の観測データのDOA推定を行った. 1000回の試行で

推定されたDOAのRMSEを-60°から60°までの5°

間隔でプロットした図を図1に示す.この図より文献[1]

の手法と提案手法共に良好な校正が行えていることが確

認できる.次にMC行列計算時間の累積確率密度関数を

図2に示す.なおこのシミュレーションで用いた言語は

MATLAB㊥, CPUはIntel㊥ Celeron㊥ 2.66GHz,メ

モリは1.24GBRAMである.提案手法は文献[1]の手

法と比較して計算時問が少ないことが確認できる.

4　まとめ

本稿では,部分空間の直交性を利用したブラインド校

正手法を提案した.提案手法は既提案手法と同等の校正

精度を有し,より計算時間の短い手法である.
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図1 DOA推定結果のRMSE
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図2 MC行列計第時間による比較
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